
高

知

206
平成29年

９月１日

高知市議会
（年４回発行）

主　な　内　容

２頁　議長・副議長を選出

３頁　６月定例会を振り返って 会派の意見

４頁　新たな拠点整備による障害者支援

　　　ふれあい収集の実施に向けて

　　　可決した主な議案

５頁　正しく伝わる色づかいを

　　　休憩室

６頁　政務活動費の執行状況

７頁　委員会の活動、意見書・決議

８頁　議員名簿

※この市議会だよりは、再生紙を使用しています。

月
定
例
会
（
第
４
６
０
回
）
を
６
月
15
日
か
ら
28
日
ま
で
の

14
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
日
は
、
市
長
が
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
33
件
の
議
案
に

つ
い
て
提
案
理
由
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
正
副
議
長
の

辞
職
に
伴
う
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
髙
木
妙
議
員
、
副
議
長
に
平

田
文
彦
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。
２
日
目
は
４
つ
の
常
任
委
員
会

と
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

20
日
か
ら
23
日
ま
で
の
個
人
質
問
に
は
17
人
（
う
ち
15
人
が
一

問
一
答
方
式
を
選
択
）
が
立
ち
、
教
育
行
政
、
防
災
対
策
、
農
林

行
政
、
健
康
福
祉
行
政
、
上
下
水
道
事
業
な
ど
に
つ
い
て
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案　

市
税
条
例
の
一
部
改
正
議
案
な
ど
、
33
件
の

議
案
を
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
委
員
お
よ
び
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
選
任
議
案
、
人
権
擁
護
委

員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議
案
の
４
件
が
追
加
提
案
さ
れ
、
い
ず

れ
も
同
意
ま
た
は
異
議
な
き
旨
答
申
し
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案　

高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
あ
り
方
検
討
委

員
会
の
答
申
の
実
行
を
求
め
る
決
議
案
お
よ
び
７
件
の
意
見
書
議

案
を
提
出
し
、
う
ち
４
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

６

常任委員会委員が決まりました（２ページ参照）。

総務委員会 建設環境委員会

厚生委員会 経済文教委員会
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15
日　

開
会

　

市
長
提
出
議
案
提
案
理
由
説
明

　

議
長
・
副
議
長
選
挙

16
日　

常
任
・
議
会
運
営
委
員
会
委

　

員
の
選
任

20
日　

個
人
質
問

　
　

吉
永　

哲
也
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

　
　

岡
﨑　
　

豊
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

田
鍋　
　

剛
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

戸
田　

二
郎
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

川
村　

貞
夫
（
新
こ
う
ち
未
来
）

21
日

　
　

寺
内　

憲
資
（
公　

明　

党
）

　
　

清
水
お
さ
む
（
新
風
ク
ラ
ブ
）

　
　

は
た　
　

愛
（
日
本
共
産
党
）

　

選
挙
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
議
長
選
挙
〕

髙
木　
　

妙
（
公　

明　

党
）
22
票

下
本　

文
雄
（
日
本
共
産
党
）
７
票

川
村　

貞
夫
（
新
こ
う
ち
未
来
）
５
票

〔
副
議
長
選
挙
〕

平
田　

文
彦
（
新
風
ク
ラ
ブ
）
22
票

下
元　

博
司
（
日
本
共
産
党
）
７
票

浜
口　

卓
也
（
新
こ
う
ち
未
来
）
５
票

常
任
委
員
会
委
員
・

議
会
運
営
委
員
会
委
員
決
ま
る

　

定
例
会
２
日
目
の
16
日
に
、
総
務
、

建
設
環
境
、
厚
生
、
経
済
文
教
の
各

常
任
委
員
会
委
員
（
８
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
と
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選

任
を
行
い
ま
し
た
。

　

円
滑
な
議
会
運
営
の
た
め
に
議
事

の
順
序
等
を
協
議
す
る
議
会
運
営
委

員
会
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

◎
山
根　

堂
宏　

○
清
水
お
さ
む

　

迫　
　

哲
郎　
　

深
瀬　

裕
彦

　

岡
田　

泰
司　
　

岡
﨑　
　

豊

　

吉
永　

哲
也　
　

浜
口　

卓
也

特
別
委
員
会
委
員
の
変
更

　

定
例
会
最
終
日
の
28
日
に
、
南
海

地
震
等
災
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会
、

都
市
再
生
調
査
特
別
委
員
会
の
委
員

が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
特
別
委
員
会
の
構
成
は
次
の
と

お
り
で
す
。

行
財
政
改
革
・
新
庁
舎
整
備
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

◎
山
根　

堂
宏　

○
吉
永　

哲
也

　

迫　
　

哲
郎　
　

は
た　
　

愛

　

田
鍋　
　

剛　
　

竹
内
千
賀
子

　

岡
﨑　
　

豊　
　

浜
口　

卓
也

　

寺
内　

憲
資　
　

清
水
お
さ
む

　

川
村　

貞
夫　
　

竹
村　

邦
夫

南
海
地
震
等
災
害
対
策
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

◎
近
藤　
　

強　

○
西
森　

美
和

　

浜
口
佳
寿
子　
　

深
瀬　

裕
彦

　

長
尾　

和
明　
　

細
木　
　

良

　

下
本　

文
雄　
　

伊
藤　

弘
幸

　

平
田　

文
彦　
　

戸
田　

二
郎

　

中
澤
は
ま
子

都
市
再
生
調
査
特
別
委
員
会

◎
水
口　

晴
雄　

○
岡
田　

泰
司

　

岡
﨑　

邦
子　
　

近
森　

正
久

　

氏
原　

嗣
志　
　

浜
田　
　

拓

　

下
元　

博
司　
　

大
久
保
尊
司

　

髙
木　
　

妙　
　

和
田　

勝
美

　

福
島　
　

明

広
報
委
員
会
委
員

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
等
の
役
割
を

担
う
広
報
委
員
会
委
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
清
水
お
さ
む　

○
大
久
保
尊
司

　

岡
﨑　

邦
子　
　

浜
口
佳
寿
子

　

浜
口　

卓
也

人
　
事
　
議
　
案

　

28
日
に
、
市
長
か
ら
監
査
委
員
、

農
業
委
員
会
委
員
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
議
案
お
よ

び
人
権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の

諮
問
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

同
意
ま
た
は
異
議
な
き
旨
答
申
し
ま

し
た
。

監
査
委
員

　

下
元　

博
司　
　

寺
内　

憲
資

農
業
委
員
会
委
員

　

池
澤　
　

誠　
　

上
田　
　

博

　

大
野　
　

哲　
　

加
藤　

孝
幸

　

川
澤　

一
博　
　

久
保
壽
美
男

　

久
保
田
彦
昭　
　

髙
橋　

政
継

　

竹
内　

義
昭　
　

中
島　

正
根

　

中
島　

義
幸　
　

中
山　

忠
明

　

西
野　

幸
一　
　

西
本　

統
洋

　

葊
井　

千
里　
　

松
田　
　

環

　

矢
野　
　

強　
　

山
﨑　

茂
盛

　

山
本　

和
正

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

中
橋　

曉
昭

人
権
擁
護
委
員

　

川
島
寿
美
子　
　

楠
瀬
千
津
子

　

島
田　

和
子　
　

竹
村
み
ち
子

　

津
野　

桃
代　
　

西
﨑　

信
昭

　

ま
た
、
28
日
に
、
高
知
県
競
馬
組

合
議
会
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

高
知
県
競
馬
組
合
議
会
議
員

　

氏
原　

嗣
志

　
　

細
木　
　

良
（
日
本
共
産
党
）

22
日

　
　

岡
﨑　

邦
子
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
　

大
久
保
尊
司
（
公　

明　

党
）

　
　

近
森　

正
久
（
み
ど
り
の
会
）

　
　

下
元　

博
司
（
日
本
共
産
党
）

23
日

　
　

浜
口
佳
寿
子
（
日
本
共
産
党
）

　
　

浜
口　

卓
也
（
新
こ
う
ち
未
来
）

　
　

岡
田　

泰
司
（
日
本
共
産
党
）

　
　

西
森　

美
和
（
公　

明　

党
）

26
日　

常
任
委
員
会

28
日　

常
任
委
員
長
報
告　

採
決

　

人
事
議
案
提
案
理
由
説
明　

採
決

　

特
別
委
員
会
委
員
の
変
更　

閉
会

６
月
定
例
会　

審
議
日
程

議 長 ・ 副 議 長 を 選 出
　

６
月
定
例
会
初
日
の
15
日
に
、
竹
村
邦
夫
議
長
、
長
尾
和
明
副
議
長

が
そ
れ
ぞ
れ
議
長
・
副
議
長
を
辞
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、
後
任
の
議
長

と
副
議
長
を
決
め
る
選
挙
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
長
に
髙
木
妙
議
員
を
、
副
議
長
に
平
田
文
彦
議
員
を
新
た
に
選
出

し
ま
し
た
。

副議長

平
ひら

田
た

　文
ふみひこ

彦

議長

髙
たか

木
ぎ

　妙
たえ
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護
者
支
援
の
た
め
の
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
求
め
た
。

　

岡
﨑
邦
子
議
員
は
、
市
長
に
伊
方

原
発
で
事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
の
備

え
を
た
だ
し
た
。
ま
た
、
就
学
援
助

制
度
の
入
学
準
備
金
の
３
月
支
給
を

求
め
た
。
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
の

１
０
０
％
面
談
や
宿
泊
型
産
後
ケ
ア

事
業
の
早
期
実
施
に
つ
い
て
は
、
こ

ど
も
未
来
部
長
が
前
向
き
に
検
討
中

と
答
弁
。
ま
た
、
北
部
地
域
の
人
口

増
に
よ
る
課
題
や
交
通
対
策
に
つ
い

て
、
市
の
方
針
を
た
だ
し
た
。

新
風
ク
ラ
ブ

◆
上
下
水
道
事
業
の
課
題
は
？

　

吉
永
哲
也
議
員
は
、
上
下
水
道
事

業
の
経
営
に
企
業
債
残
高
が
重
く
の

し
か
か
っ
て
い
る
現
状
を
憂
慮
し
、

特
に
雨
水
対
策
事
業
に
関
す
る
今
後

の
整
備
計
画
や
財
政
見
通
し
等
に
つ

い
て
質
問
。
執
行
部
か
ら
は
、
雨
水

事
業
は
概
ね
完
了
し
て
い
る
が
、
さ

ら
な
る
浸
水
対
策
が
必
要
な
地
区
も

あ
る
た
め
、
財
政
的
な
制
約
は
あ
る

も
の
の
、
市
長
部
局
と
協
議
し
て
施

設
の
長
寿
命
化
計
画
な
ど
に
よ
る
投

資
の
平
準
化
を
図
り
、
浸
水
リ
ス
ク

が
高
い
地
区
に
お
け
る
効
果
的
で
経

済
的
な
浸
水
対
策
に
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

◆
食
肉
セ
ン
タ
ー
を
ど
う
す
る
？

　

清
水
お
さ
む
議
員
は
、
と
畜
事
業

の
累
計
赤
字
約
６
億
１
０
０
０
万
円

の
原
因
は
国
の
自
由
貿
易
拡
大
政
策

に
起
因
す
る
県
内
畜
産
業
の
衰
退
で

あ
る
と
指
摘
し
つ
つ
、
本
市
を
含
む

28
市
町
村
で
構
成
す
る
高
知
県
広
域

食
肉
セ
ン
タ
ー
事
務
組
合
が
施
設
の

整
備
と
管
理
を
担
い
、
高
知
県
広
域

食
肉
公
社
が
と
畜
事
業
を
担
う
上
下

分
離
方
式
の
評
価
と
反
省
に
つ
い
て

質
問
。
執
行
部
は
、
４
・
５
月
の
牛

の
と
畜
頭
数
が
前
年
同
月
比
で
２
割

減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、
公
社
が
日

々
の
資
金
繰
り
に
相
当
苦
労
し
て
い

る
危
機
的
な
経
営
状
況
を
説
明
し
た
。

日
本
共
産
党

上
下
水
道
料
「
値
上
げ
」
矛
盾
追
及
。

「
食
肉
セ
ン
タ
ー
あ
り
方
検
討
委
答

申
実
行
求
め
る
決
議
」
に
反
対
討
論
。

◆
一
般
質
問
・
討
論
に
全
7
議
員
が

登
壇
。
上
下
水
道
料
の
値
上
げ
は
避

け
ら
れ
な
い
と
の
経
営
審
議
会
答
申

は
、
利
用
量
減
少
の
過
大
な
見
積
も

り
等
で
の
赤
字
試
算
の
結
果
と
矛
盾

を
追
及
。
「
水
」
は
公
共
の
福
祉
に

お
け
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
低

所
得
者
へ
の
上
下
水
道
料
減
免
を
求

め
た
が
、
拒
否
。
◆
新
図
書
館
西
敷

地
利
活
用
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定
委
員

会
は
委
員
名
も
検
討
過
程
も
公
開
せ

ず
、
特
定
企
業
の
た
め
に
条
件
を
す

り
替
え
、
市
民
や
議
会
の
意
向
を
排

除
し
て
強
引
に
進
め
る
市
政
の
ゆ
が

み
が
明
ら
か
に
。
◆
希
少
な
生
物
が

生
息
し
、
歴
史
・
文
化
的
価
値
の
高

い
新
堀
川
を
市
民
の
憩
い
の
場
と
な

る
親
水
公
園
に
と
提
言
。
道
路
拡
張

は
通
学
時
の
危
険
が
増
す
と
指
摘
し
、

工
事
中
止
を
要
求
。
◆
高
す
ぎ
る
現

状
の
国
保
料
と
、
窓
口
負
担
の
減
免

制
度
が
実
質
利
用
で
き
な
い
実
態
を

示
し
、
改
善
を
求
め
た
が
困
難
と
市

民
を
切
り
捨
て
る
答
弁
。
◆
県
広
域

食
肉
セ
ン
タ
ー
は
食
の
安
全
・
安
定

供
給
の
た
め
の
公
共
財
で
あ
り
、
県

内
圏
域
の
中
枢
を
担
う
都
市
と
し
て

責
任
あ
る
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ

り
、
協
議
の
最
中
に
廃
止
に
前
の
め

り
に
な
る
基
本
姿
勢
を
た
だ
し
た
。

公　

明　

党

市
民
の
声
の
理
解
を
求
め
て

　

寺
内
憲
資
議
員
は
、
歩
き
た
ば
こ

等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
、

本
市
と
同
じ
目
的
の
条
例
を
制
定
し

て
い
る
松
山
市
等
が
、
加
熱
式
た
ば

こ
を
規
制
の
対
象
外
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
市
も
そ
う
す
べ
き
と
の

立
場
で
質
問
を
行
っ
た
。
本
条
例
は

施
行
中
で
あ
り
、
早
急
な
結
論
を
市

長
に
求
め
ま
し
た
。

　

大
久
保
尊
司
議
員
は
、
紅
水
川
南

部
に
位
置
し
て
い
る
福
井
東
町
、
南

万
々
地
域
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
、

内
水
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
を

踏
ま
え
、
今
後
の
対
策
お
よ
び
住
民

へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て
質
問
し
、

上
下
水
道
事
業
管
理
者
か
ら
は
関
係

部
署
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
経
済
的

で
効
果
的
な
浸
水
対
策
を
検
討
し
て

い
く
と
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

西
森
美
和
議
員
は
、
豪
雨
に
よ
り

慢
性
的
な
浸
水
が
発
生
す
る
一
ツ
橋

町
・
三
園
町
の
排
水
対
策
に
つ
い
て
、

県
市
の
浸
水
対
策
調
整
会
議
の
議
題

と
し
て
検
討
す
る
べ
き
だ
と
強
く
訴

え
、
上
下
水
道
局
か
ら
「
公
共
下
水

道
事
業
に
位
置
づ
け
た
計
画
の
策
定

を
目
指
し
、
県
と
調
整
す
る
」
と
の

方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

新
こ
う
ち
未
来

個
人
質
問
に
戸
田
二
郎
議
員
、
川
村

貞
夫
議
員
、
浜
口
卓
也
議
員
が
登
壇
。

　

戸
田
二
郎
議
員
は
、
県
市
連
携
に

よ
る
高
知
城
の
国
宝
化
、
長
宗
我
部

元
親
の
居
城
で
あ
っ
た
浦
戸
城
の
再

建
を
提
案
し
た
。
そ
の
他
、
避
難
所

等
へ
の
浄
水
装
置
の
設
置
、
愛
媛
県

の
木
造
校
舎
を
例
に
本
市
に
お
け
る

建
築
物
の
木
造
化
に
つ
い
て
質
問
。

　

川
村
貞
夫
議
員
は
、
公
共
施
設
へ

の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
の
積
極
的
な
導
入
を

求
め
、
森
林
環
境
学
習
の
重
要
性
に

も
言
及
。
ま
た
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌

が
検
出
さ
れ
た
か
が
み
温
泉
Ｒ
Ｉ
Ｏ

の
早
期
再
開
を
求
め
た
。　
　

　

浜
口
卓
也
議
員
は
、
特
別
支
援
教

育
の
改
善
策
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、

学
校
が
主
体
と
な
っ
た
支
援
会
開
催

の
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
を
求
め
た
。
そ

の
他
、
市
営
住
宅
再
編
計
画
に
関
し

て
総
量
削
減
の
必
要
性
を
述
べ
た
。

み
ど
り
の
会

み
ど
り
の
会
・
近
森
市
議
の
活
躍

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
８
時
開
所
決
定

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
営
業
開
始

残
業
手
当
を
５
９
０
０
万
円
カ
ッ
ト

新
図
書
館
西
敷
地
の
有
効
活
用
を

丸
の
内
緑
地
と
藤
並
公
園
の
整
備
を

市
街
化
区
域
の
弾
力
的
な
土
地
利
用

土
佐
山
小
中
一
貫
校
に
全
国
が
注
目

誠
和
園
の
委
託
が
決
ま
り
移
転
決
定

市
民
ク
ラ
ブ

市
民
目
線
で
課
題
を
と
ら
え

　
　
　
　
　
　

解
決
に
つ
な
げ
ま
す

　

田
鍋
剛
議
員
は
、
ご
み
収
集
に
お

け
る
「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
（
自
ら
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
家
庭
ご
み
を

持
ち
出
す
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
の
世
帯
を
対
象
に
行
う

戸
別
収
集
）
の
検
討
状
況
を
た
だ
し

た
。
環
境
部
長
は
、
実
施
に
向
け
て

具
体
的
に
検
討
し
て
お
り
、
安
否
確

認
も
含
め
、
本
年
度
中
に
事
業
概
要

を
決
定
し
、
平
成
30
年
度
早
期
に
試

行
し
た
い
と
答
弁
し
た
。

　

岡
﨑
豊
議
員
は
、
障
害
者
福
祉
に

つ
い
て
質
問
し
、
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
や
自
立
支
援
協
議
会
に
関
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
や
体
制
の

強
化
の
方
針
が
示
さ
れ
、
教
育
現
場

で
の
障
害
者
差
別
解
消
法
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
も
含
め
、

合
理
的
配
慮
を
深
化
さ
せ
る
方
針
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
に
つ
い
て
は
、
学
習
機
会
の
充

実
と
就
労
準
備
制
度
の
制
度
化
、
保

③

６月定例会を

振り返って

会派の意見
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問

基
幹
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向

け
た
協
議
内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

答

本
市
で
は
、
平
成
27
年
４
月

か
ら
身
体
・
知
的
・
精
神
の
３
障
害

の
相
談
を
受
け
る
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー
を
市
内
４
カ
所
に
設
置
し
、
年

間
１
４
１
９
人
、
延
べ
２
万
６
６
９

２
件
の
相
談
を
受
け
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
関
す
る
相
談
や
利
用
計
画
支
援

な
ど
の
個
別
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
支
援
で
は
、
質
の
高
い
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
機
関
の
整
備
や
相
談
支
援
専

門
員
の
人
材
育
成
、
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化
な
ど
の
課
題
が
明
ら
か

に
な
っ
て
お
り
、
新
た
に
設
置
す
る

基
幹
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
て
の

障
害
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
や
地

域
移
行
・
地
域
定
着
に
関
す
る
取
り

組
み
、
権
利
擁
護
・
虐
待
の
防
止
に

関
す
る
取
り
組
み
等
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
基
幹
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
相
談
支
援
専
門
員
や
社

会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
保

健
師
等
の
専
門
職
の
確
保
が
必
要
と

な
る
が
、
市
内
に
受
け
皿
と
な
る
機

関
が
な
い
こ
と
か
ら
、
当
面
は
直
営

が
望
ま
し
い
こ
と
や
、
行
動
計
画
の

策
定
、
実
績
報
告
等
に
つ
い
て
、
協

議
会
か
ら
提
言
を
受
け
て
い
る
。

　

加
え
て
、
「
人
材
育
成
及
び
困
難

ケ
ー
ス
支
援
に
よ
る
地
域
の
相
談
支

援
体
制
の
強
化
」
「
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
」
「
協
議
会
と
各
検

討
会
の
事
務
局
を
担
う
こ
と
に
よ
る

地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
体
制
づ
く

り
」
の
３
項
目
を
、
基
幹
セ
ン
タ
ー

設
置
後
３
年
間
の
重
点
課
題
と
す
べ

き
と
の
提
言
も
受
け
て
お
り
、
今
後

６月定例会

で可決した 主な議案

○地域包括支援センターの人員及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例議案

　　介護保険法施行規則の改正に伴い、規定の整

備を行うため、条例の一部を改正するもの。

○東石立町市営住宅に係る工事請負契約締結議案

（３件）

　　標記工事について、本体は15億 382万 4,400

円、電気設備は１億 9,672万 2,000円、機械設備

は２億 543万1,120円で、それぞれ請負契約を締

結しようとするもの。

○（仮称）長浜給食センターおよび（仮称）針木

給食センター新築工事請負契約締結議案

　　標記工事について、（仮称）長浜給食センタ

　ーは６億 8,286万 2,400円、（仮称）針木給食セ

ンターは６億 6,287万 1,600円で、それぞれ請負

契約を締結しようとするもの。

　

国
で
は
障
害
者
基
本
法
の
改
正
（
平
成
23
年
８
月
）
に
始
ま
り
、
障
害
者
総

合
支
援
法
、
障
害
者
虐
待
防
止
法
、
障
害
者
差
別
解
消
法
等
の
法
整
備
が
行
わ

れ
、
平
成
26
年
１
月
に
は
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
も
締
結
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
国
の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
市
に
お
い
て
は
、
障
害
者
計
画
・

障
害
福
祉
計
画
（
平
成
27
～
29
年
度
）
を
策
定
し
、
相
談
支
援
や
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
の
基
盤
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
障
害
の
重
度
化
や
高
齢
化
、
「
親
亡
き
後
」
を
見
据
え
た
さ
ら
な

る
支
援
の
強
化
や
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
市
で
は
、
障
害
の
あ

る
人
や
子
ど
も
な
ら
び
に
そ
の
保
護
者
等
へ
の
支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
置
し
て
い
る
高
知
市
自
立
支
援
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」

と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
地
域
の
相
談
支
援
の
中
核
と
な
る
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（
以
下
「
基
幹
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
や
居
住
支
援
の
た
め
の
機
能

（
相
談
、
体
験
、
緊
急
時
の
受
け
入
れ
、
専
門
性
、
地
域
体
制
づ
く
り
）
を
兼

ね
備
え
た
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

の
協
議
会
で
こ
れ
ら
の
提
言
を
踏
ま

え
た
体
制
や
運
営
方
法
に
関
す
る
具

体
的
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

問

地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備

方
針
に
つ
い
て
聞
く
。

答

協
議
会
で
は
人
口
規
模
や
ニ

ー
ズ
、
財
源
等
も
踏
ま
え
、
１
つ
の

拠
点
で
全
て
を
完
結
す
る
の
で
は
な

く
、
複
数
の
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
の

強
み
を
活
か
す
「
面
的
整
備
型
」
の

手
法
が
望
ま
し
い
と
ま
と
め
ら
れ
た

た
め
、
本
市
も
そ
れ
に
基
づ
い
た
整

備
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。　

　

　

本
市
の
家
庭
ご
み
収

集
に
お
い
て
は
、
住
民

自
ら
が
資
源
・
不
燃
物

の
分
別
等
を
行
う
（
高

知
方
式
）
な
ど
、
市
民

と
と
も
に
分
別
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
長
年
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
分

別
担
い
手
の
高
齢
化
や

事
業
系
ご
み
の
不
法
投

棄
等
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　

加
え
て
、
家
庭
ご
み

を
排
出
す
る
こ
と
が
困

難
な
高
齢
者
や
障
害
者

な
ど
の
世
帯
の
増
加
も

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
27
年
度
に
設
置
し
た
本

市
環
境
部
の
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、

高
知
方
式
の
維
持
・
存
続
と
搬
出
困

難
者
へ
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を

目
指
し
た
ふ
れ
あ
い
収
集
の
実
現
化

に
向
け
た
協
議
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
検
討
委
員
会
で
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
整
理
さ
れ
た

課
題
の
う
ち
、
戸
別
収
集
の
実
施
可

能
性
に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
、
29

年
度
か
ら
可
燃
ご
み
お
よ
び
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
戸
別
収
集
す
る
ふ
れ

あ
い
収
集
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問

ふ
れ
あ
い
収
集
実
施
に
向
け

て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
聞
く
。

答

平
成
29
年
度
中
に
ふ
れ
あ
い

収
集
の
概
要
の
決
定
お
よ
び
実
施
要

領
の
策
定
を
行
い
、
30
年
度
の
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
、
ま
ず
は
試
行

と
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

ふ
れ
あ
い
収
集
の
対
象
世
帯

を
ど
の
よ
う
に
決
定
す
る
か
聞
く
。

答

要
介
護
認
定
者
数
お
よ
び
高

齢
者
単
身
世
帯
数
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
等
の
意
見
や
他
都
市
の
事
例
を

参
考
と
し
、
障
害
者
へ
の
対
応
を
踏

ま
え
、
本
市
の
実
情
に
沿
っ
た
も
の

と
な
る
よ
う
決
定
し
て
い
く
。

問

ふ
れ
あ
い
収
集
を
通
じ
た
対

象
者
の
安
否
確
認
の
実
施
に
つ
い
て

聞
く
。

答

安
否
確
認
を
伴
う
ふ
れ
あ
い

収
集
は
、
現
場
職
員
の
仕
事
の
幅
を

広
げ
、
や
り
が
い
や
誇
り
を
持
て
る

職
場
の
実
現
に
つ
な
が
る
た
め
、
実

施
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
要
介
護
者

の
日
常
生
活
や
身
体
状
況
を
把
握
し

て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
の
連

携
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
現
在
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
に

お
い
て
、
連
携
に
つ
い
て
の
具
体
的

な
協
議
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
民

生
委
員
、
児
童
委
員
、
町
内
会
連
合

会
の
役
員
等
に
も
、
ふ
れ
あ
い
収
集

に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
て
い
る
。

新
た
な
拠
点
整
備
に
よ
る
障
害
者
支
援

～
地
域
生
活
支
援
の
充
実
に
向
け
て
～

～ごみの戸別収集～

ふれあい収集の実施に向けて
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“
新
し
い
時
代
”
の
扉
開
く

　

７
月
４
日
は
、
72
年
前
に
多
く
の

尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
高
知
大
空
襲
の

日
で
す
。
こ
と
し
も
高
知
市
平
和
祈

念
式
に
参
列
し
、
炎
の
中
を
逃
げ
惑

い
、
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
の
名
簿
が

納
め
ら
れ
た
平
和
祈
念
の
碑
に
平
和

を
誓
い
ま
し
た
。

　

こ
と
し
７
月
７
日
、
１
２
４
カ
国

が
参
加
し
た
国
連
会
議
で
、
核
兵
器

禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
地

球
上
の
あ
ら
ゆ
る
命
の
営
み
を
絶
つ

悪
魔
の
兵
器
を
史
上
初
め
て
違
法
化

し
、
全
面
廃
絶
へ
と
一
歩
を
踏
み
出

す
、
新
し
い
時
代
の
扉
が
よ
う
や
く

開
い
た
の
で
す
。

　

け
れ
ど
も
そ
こ
に
、
原
爆
投
下
に

よ
る
被
害
や
、
ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
核

実
験
に
よ
る
被
ば
く
の
実
相
を
身
を

持
っ
て
知
る
国
の
政
府
の
姿
は
な
く
、

核
な
き
世
界
を
希
求
す
る
人
々
を
失

望
さ
せ
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
に
は
、
平
均
年
齢
80
歳

を
超
え
た
被
爆
者
達
が
、
世
界
に

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
被
爆
者

が
訴
え
る
核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名
」

を
呼
び
か
け
、
こ
の
国
連
会
議
中
に

集
ま
っ
た
約
３
０
０
万
筆
の
署
名
が

同
会
議
議
長
に
手
渡
さ
れ
、
受
け
取

ら
れ
ま
し
た
。

　

本
市
も
加
盟
す
る
平
和
首
長
会
議

も
賛
同
・
協
力
を
表
明
。
岡
﨑
市

長
も
全
国
の
首
長
と
共
に
署
名
し
、

「
美
し
い
地
球
か
ら
核
兵
器
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

　

「
安
ら
か
に
眠
っ
て
く
だ
さ
い
。

過
ち
は
繰
り
返
し
ま
せ
ぬ
か
ら
」
と

の
被
ば
く
者
と
被
ば
く
国
の
願
い
を
、

高
知
か
ら
も
世
界
へ
と
届
け
た
い
で

す
ね
。

（
議
会
広
報
委
員 

浜
口
佳
寿
子
）

　

色
は
重
要
な
情
報
伝
達
手
段
の
一

つ
で
す
が
、
色
に
よ
る
表
示
の
多
く

は
、
一
般
色
覚
者
の
見
え
方
を
中
心

に
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
人
で
は
男

性
で
20
人
に
１
人
、
女
性
で
５
０
０

人
に
１
人
、
全
体
で
は
３
０
０
万
人

以
上
の
方
に
、
色
の
見
え
方
に
特
性

が
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

方
た
ち
は
、
生
肉
と
焼
い
た
肉
が
同

じ
に
見
え
、
焼
き
加
減
が
分
か
ら
な

か
っ
た
り
、
色
で
区
別
さ
れ
て
い
る

配
線
コ
ー
ド
の
接
続
に
苦
労
し
た
り
、

学
校
で
は
、
黒
板
の
チ
ョ
ー
ク
を
は

じ
め
、
授
業
で
使
用
す
る
物
の
色
の

違
い
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
と
、
不

便
を
感
じ
な
が
ら
日
常
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。 正

し
く
伝
わ
る
色
づ
か
い
を

～
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
～

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
色
の
見
え

方
の
多
様
性
に
配
慮
し
、
全
て
の
人

に
色
の
情
報
が
き
ち
ん
と
伝
わ
る
も

の
づ
く
り
の
考
え
方
で
あ
る
カ
ラ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

問

本
市
の
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
導
入
に
つ
い
て
聞
く
。

答

本
市
で
は
、
公
文
書
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
刊
行
物
、
施
設
の

案
内
板
の
作
成
に
当
た
り
、
誰
に
で

も
分
か
り
や
す
く
、
読
み
手
に
負
担

を
か
け
な
い
も
の
と
し
て
い
く
た
め
、

平
成
26
年
８
月
か
ら
、
川
崎
市
が
策

定
し
た
「
公
文
書
に
お
け
る
カ
ラ
ー

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
参
考
に
、
全
庁
的
な
対
応

を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
や

防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
教

育
現
場
で
の
取
り
組
み
な
ど
の
各
分

野
で
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
導
入
に
努
め
、
全
て
の
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問

建
設
中
の
新
庁
舎
に
お
い
て
、

色
へ
の
配
慮
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

る
の
か
聞
く
。

答

新
庁
舎
の
基
本
理
念
の
一
つ

と
し
て
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
庁
舎
を
掲
げ
て
お
り
、

高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
連
れ
の

方
を
含
め
た
全
て
の
方
が
利
用
し
や

す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配

慮
し
た
庁
舎
を
目
指
し
て
い
る
。

　

新
庁
舎
の
電
光
掲
示
板
や
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
押
し
ボ
タ
ン
の
ラ
ン
プ
、

誘
導
サ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
も
、
カ

ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
十

分
配
慮
し
、
満
足
度
の
高
い
庁
舎
と

し
て
い
く
。

問

教
育
現
場
で
の
カ
ラ
ー
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
く
。

答

文
部
科
学
省
令
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
15
年
度
か
ら
、
児
童
生
徒

の
健
康
診
断
で
、
そ
れ
ま
で
必
須
項

目
で
あ
っ
た
色
覚
検
査
が
希
望
者
の

み
の
実
施
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

色
の
見
え
方
に
特
性
の
あ
る
児
童
生

徒
を
学
校
で
完
全
に
は
把
握
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
教
職
員
は
、
各
学
級

に
色
の
見
え
方
に
配
慮
が
必
要
な
児

童
生
徒
が
必
ず
在
籍
す
る
と
の
考
え

方
に
基
づ
き
、
学
校
で
使
用
す
る
チ

ョ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
見
え
や
す
い

白
と
黄
色
を
基
本
と
し
、
赤
・
緑
・

青
・
茶
色
と
い
っ
た
見
え
に
く
い
色

は
大
き
く
は
っ
き
り
書
い
た
上
で
、

白
や
黄
色
で
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
や
囲

み
枠
を
つ
け
る
、
ま
た
、
文
字
や
記

号
で
色
以
外
の
情
報
も
加
え
る
な
ど
、

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

視
点
で
学
級
運
営
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
色
の
見
え
方
に
特
性
が

あ
る
児
童
生
徒
へ
の
具
体
的
な
対
応

例
に
つ
い
て
は
、
色
覚
に
関
す
る
国

の
指
導
資
料
に
示
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
児
童
生
徒
が
そ
の
特
性
に
よ

り
気
お
く
れ
な
ど
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
各
種
の

研
修
の
場
な
ど
を
活
用
し
、
管
理
職

や
教
職
員
に
継
続
的
に
浸
透
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
本
年
度
は
、
カ
ラ

ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え

方
を
教
育
現
場
に
よ
り
浸
透
さ
せ
る

た
め
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
の
研
修

も
実
施
し
て
い
く
。

　

学
校
で
使
用
す
る
教
材
等
に
つ
い

て
は
、
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
に
対
応
し
た
も
の
が
少
な
い
た

め
、
今
後
も
そ
う
し
た
製
品
の
情
報

収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教
職
員

に
も
情
報
を
提
供
し
て
い
き
、
各
学

校
で
の
物
品
購
入
の
際
に
は
、
カ
ラ

ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
対
応

し
た
も
の
を
対
象
に
加
え
て
選
定
す

る
よ
う
、
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

【 不採択 】

○日本政府に核兵器禁止条約

の交渉会議に参加し、条約

実現に真剣に努力するよう

求める意見書提出の件

6月定例会で
結果の出た陳情

　

現
在
、
本
市
議
会
の
委
員
会
記
録

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
に
定
期
的
に

反
映
し
て
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
早

く
閲
覧
で
き
る
よ
う
、
完
成
し
た
委

員
会
記
録
か
ら
順
次
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
形
式
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
各
委
員
会
で
行
政
視

察
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
視
察

報
告
書
に
つ
い
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
掲
載
内
容
の

追
加
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）



第　206　号 平成29年９月１日　　高知市議会だより

録
画
配
信
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

　

本
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
過

去
１
年
間
の
本
会
議
（
定
例
会
）
の

中
継
録
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
日
や
質
問
議
員
名
、
発
言
内

容
の
語
句
等
か
ら
も
検
索
で
き
ま
す
。

会
議
録
の
閲
覧

　

６
月
定
例
会
本
会
議
の
会
議
録
は

９
月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

　

本
町
仮
庁
舎
１
階
の
情
報
公
開
・

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
、
同
６
階
の
議

会
図
書
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
、
本
会
議
は
平
成
６
年
12
月
定
例

会
以
降
、
委
員
会
は
18
年
４
月
以
降

の
会
議
録
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

　

本
会
議
中
継
の
録
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

貸
し
出
し
準
備
に
時
間
を
要
す
る

た
め
、
ご
希
望
の
方
は
あ
ら
か
じ
め
、

議
会
事
務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
（
☎
８
２
３

－

９
４
０
０
）

⑥

会派の構成と電話・FAX 番号
市民クラブ（８人）☎ 823-9402　FAX 802-3055

新風クラブ（７人）☎ 823-9401　FAX 871-2811

日本共産党（７人）☎ 823-9404　FAX 823-9558

公　明　党（６人）☎ 823-9403　FAX 871-2485

新こうち未来（５人）☎ 823-9406　FAX 822-8119

みどりの会（１人）☎ 823-9476　FAX 823-9350

※みどりの会のＦＡＸ番号は、議会事務局直通です 。

平成28年度の政務活動費の執行状況をお知らせします
　本市議会では、会派ごとに所属議員１人につき月額10万円の政務活動費を交付しており、平成28年度の執行状況は
次のとおりです。なお、収支報告書および領収書の写しなどの関係書類は議会図書室で公開していますが、９月１日

から、本市議会ホームページでも平成28年度分以降の関係書類の写しを公開します。

　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。（☎ 823－9400）

会　派

項　目

市民クラブ

（８人）

新風クラブ

（７人）

日本共産党

（７人）

公 明 党

（６人）

新こうち未来

（５人）

みどりの会

（１人）
合計

収　

入

交 付 額 9,600,000  8,400,000  8,400,000  7,200,000  6,000,000  1,200,000  40,800,000  

利 息 15  32  38  38  25  4  152  

計 9,600,015  8,400,032  8,400,038  7,200,038  6,000,025  1,200,004  40,800,152  

支　
　
　
　
　

出

１ 調 査 研 究 費 1,096,904  2,062,312  524,857  1,046,196  1,746,447  82,550  6,559,266  

２ 研 修 費 998,716  70,128  1,605,773  2,455,536  456,264  0  5,586,417  

３ 要請･陳情活動費 0  225,120  0  0  0  0  225,120  

４ 会 議 費 0  0  0  0  0  0  0  

５ 資 料 作 成 費 0  0  0  0  0  0  0  

６ 資 料 購 入 費 1,173,904  121,091  807,588  453,629  183,725  46,869  2,786,806  

７ 広 報 広 聴 費 303,836  3,622,692  4,153,950  618,708  2,871,004  648,000  12,218,190  

８ 人 件 費 0  0  0  0  0  0  0  

９ 事 務 諸 費 1,078,072  1,392,077  853,863  1,401,284  751,019  89,619  5,565,934  

計 4,651,432  7,493,420  7,946,031  5,975,353  6,008,459  867,038  32,941,733  

政務活動費返還額 ※ 4,948,583  906,612  454,007  1,224,685  0  332,966  7,866,853  

政務活動費収支報告書

　※政務活動費返還額は、返還金額を記載したものであり、収支差額ではない場合があります。

１ 調 査 研 究 費　会派が行う市の事務および地方行財政等に関する調査研究（調査委託）に要する経費

２ 研　　修　　費　会派が研究会（研修会）を開催するため必要な経費

　 　　　　　　　　会派に所属する議員等が他の団体の開催する研究会（研修会）に参加するために要す

　　　　　　　　　る経費

３ 要請・陳情活動費　政務活動として行う要請、陳情活動に要する経費

４ 会　　議　　費　政務活動として行う会議に要する経費

　 　　　　　　　　会派に所属する議員等が他の団体の開催する各種会議に参加するために要する経費

５ 資 料 作 成 費　政務活動のため必要な資料の作成に要する経費

６ 資 料 購 入 費　政務活動のため必要な資料等の購入に要する経費

７ 広 報 広 聴 費　政務活動、議会活動および市の政策について住民に報告・周知するために要する経費

　 　　　　　　　　会派が住民からの市政および会派の活動に対する要望、意見等を吸収するための会議

　 　　　　　　　　ならびに会派が行う住民相談等の活動に要する経費

８ 人　　件　　費　政務活動を補助する職員の雇用に要する経費

９ 事　務　諸　費　政務活動のため必要な消耗品の購入、事務機器の修理等に要する経費

支出項目の内容

（単位：円）



第　206　号　　平成29年９月１日 高知市議会だより⑦

　

厚
生
委
員
会
　

　
　

６
月
定
例
会

　

16
日
に
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を

行
い
ま
し
た
。

　

26
日
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
議
案
な

ど
３
件
の
議
案
の
審
査
を
行
い
、
い

ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ー
テ
ピ
ア
高
知
声
と
点

字
の
図
書
館
に
つ
い
て
な
ど
９
件
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

７
月
６
日

　

議
会
独
自
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
、

対
象
施
策
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

建
設
環
境
委
員
会

　
　

６
月
定
例
会

　

16
日
に
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を

行
い
ま
し
た
。

　

26
日
に
、
東
石
立
町
市
営
住
宅
新

築
工
事
請
負
契
約
締
結
議
案
な
ど
６

件
の
議
案
の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ

も
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
建
設
工
事
設
計
積
算
業
務

適
正
化
検
討
委
員
会
報
告
書
（
案
）

に
つ
い
て
な
ど
８
件
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

　
　

７
月
６
日

　

議
会
独
自
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
、

対
象
施
策
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

７
月
14
日
・
18
日

　

議
会
独
自
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
、

対
象
施
策
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。経

済
文
教
委
員
会

　
　

６
月
定
例
会

　

16
日
に
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を

行
い
ま
し
た
。

　

26
日
に
、
東
部
総
合
運
動
場
管
理

条
例
の
一
部
改
正
議
案
な
ど
18
件
の

議
案
の
審
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
図
書
館
西
敷
地
利
活
用

事
業
基
本
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
な

ど
７
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
　

７
月
12
日

　

議
会
独
自
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
、

対
象
施
策
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
務
委
員
会
　

　
　

６
月
定
例
会

　

16
日
に
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を

行
い
ま
し
た
。

　

26
日
に
、
税
条
例
の
一
部
改
正
議

案
な
ど
８
件
の
議
案
の
審
査
を
行
い
、

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
議
案
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
の

議
案
は
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決

ま
た
は
承
認
し
、
陳
情
１
件
の
結
果

を
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
に

つ
い
て
な
ど
４
件
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　
　

７
月
６
日

　

議
会
独
自
の
行
政
評
価
に
つ
い
て
、

対
象
施
策
の
選
定
を
行
い
ま
し
た
。

▼
特
別
委
員
会
▲

行
財
政
改
革
・
新
庁
舎
整
備
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

５
月
10
～
12
日
（
委
員
会
視
察
）

○
徳
島
県
＝
県
営
住
宅
集
約
化
Ｐ
Ｆ

　

Ｉ
事
業

○
兵
庫
県
神
戸
市
＝
公
民
連
携
の
取

　

り
組
み

○
福
岡
県
福
岡
市
＝
福
岡
Ｐ
Ｐ
Ｐ
プ

　

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

南
海
地
震
等
災
害
対
策
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

　
　

５
月
30
日

　

災
害
対
策
本
部
図
上
訓
練
の
実
施

報
告
に
つ
い
て
な
ど
３
件
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

　
　

６
月
28
日

　

副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。

都
市
再
生
調
査
特
別
委
員
会

　

５
月
８
～
９
日
（
委
員
会
視
察
）

○
福
岡
県
北
九
州
市
＝
小
倉
家
守
構

　

想
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
中

　

心
市
街
地
活
性
化
施
設
整
備
に
つ

　

い
て

○
大
分
県
豊
後
高
田
市
＝
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

　

業
に
よ
る
定
住
促
進
住
宅
整
備
に

　

つ
い
て
、
昭
和
の
町
づ
く
り
に
つ

　

い
て

　
　

６
月
28
日

　

委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。

5
月
1
日
か
ら
7
月
31
日
ま
で

本会議、委員会の日程をお知らせしています

　市役所本庁舎の掲示板、高知市ホームページで本会議、
委員会の開催日程をお知らせしています。

《高知市議会事務局の連絡先》

　【電　　　　　話】８２３－９４００（直通）
　【Ｆ　　Ａ　　Ｘ】８２３－９３５０
　【メールアドレス】kc-260100@city.kochi.lg.jp

議会に対するご意見・ご要望をお寄せください。

編

集

後

記

　

今
回
か
ら
議
会
広
報
紙
の
編
集

に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
迎
え
る
明
治
維
新
１
５
０

年
を
記
念
し
て
、
武
市
半
平
太
が

主
人
公
の
Ｓ
Ｆ
コ
メ
デ
ィ
ー
漫
画

「
サ
ム
ラ
イ
せ
ん
せ
い
」
が
豪
華

キ
ャ
ス
ト
で
実
写
映
画
化
さ
れ
、

こ
と
し
11
月
18
日
に
高
知
で
先
行

公
開
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
映
画
の
よ
う
に
若
者
に
注

目
さ
れ
る
広
報
紙
と
な
る
よ
う
紙

面
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

（
議
会
広
報
委
員
会
）

６
月
定
例
会
に

提
出
し
た

（要旨）

※
可
決
し
た
意
見
書

　
は
国
等
関
係
機
関

　
に
提
出
し
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決
し
た
意
見
書

⑴
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
意
見
書

賛
成
多
数
で
可
決
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

意
見
書
・
決
議

⑵
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
の

　
　

抜
本
的
強
化
を
求
め
る
意
見
書

⑶
雪
崩
遭
難
者
救
助
対
策
の

　
　
　
　
　

推
進
を
求
め
る
意
見
書

⑷
高
知
県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー

　
　

あ
り
方
検
討
委
員
会
の
答
申
の

　
　
　
　
　
　

実
行
を
求
め
る
決
議

否
決
し
た
意
見
書

⑸
国
民
健
康
保
険
の

　
　

普
通
調
整
交
付
金
見
直
し
議
論

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
の
意
見
書

⑹
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

　
　
　
　
　

復
活
を
求
め
る
意
見
書

⑺
国
税
と
し
て
の
森
林
環
境
税
の

　
　
　
　

創
設
に
つ
い
て
の
意
見
書

⑻
教
職
員
定
数
の
改
善
と

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

　

２
分
の
１
復
元
を
求
め
る
意
見
書

※意見書とは、地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思を意見としてまとめ、国等へ提出する文書のことです。

委

員

会

の

活

動

意
見
書
・
決
議
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氏　　名 住　　　所
電　　　話

会　　派
自　宅 連　絡　先

議　　長 髙　木　　　妙 高埇21番13号 880－3066 公 明 党

常任委員会 氏　　名 住　　　所
電　　　話

会　　派
自　宅 連　絡　先

総

務

委

員

会

委 員 長 氏　原　嗣　志 春野町弘岡中2236番地 894－2737 新 こ う ち 未 来

副委員長 浜　口　佳寿子 高見町382番地２ 831－6109 824－4123 日 本 共 産 党

委　　員 下　本　文　雄 塚ノ原108番地65 840－2191 日 本 共 産 党

〃 岡　﨑　　　豊 朝倉己207番地13 840－7763 882－6411 市 民 ク ラ ブ

〃 近　藤　　　強 新本町２丁目17番16号 824－5501 市 民 ク ラ ブ

〃 平　田　文　彦 種崎676番地３ 847－0012 新 風 ク ラ ブ

〃 福　島　　　明 瀬戸東町１丁目21番地10 842－0321 新 こ う ち 未 来

〃 山　根　堂　宏 神田1732番地18 832－6015 公 明 党

〃 水　口　晴　雄 中水道５番34号 873－1812 新 風 ク ラ ブ

建
設
環
境
委
員
会

委 員 長 吉　永　哲　也 塚ノ原111番地８ 843－1161 新 風 ク ラ ブ

副委員長 大久保　尊　司 横内152番地23 843－5672 公 明 党

委　　員 迫　　　哲　郎 玉水町６番地 サーパス通町２番館606 872－5571 090－7789－9798 日 本 共 産 党

〃 深　瀬　裕　彦 春野町森山312番地 894－3022 市 民 ク ラ ブ

〃 長　尾　和　明 十津４丁目16番５号 847－4263 市 民 ク ラ ブ

〃 伊　藤　弘　幸 大津乙334番地６ 866－5443 公 明 党

〃 竹　村　邦　夫 朝倉丁694番地１ 844－3023 090－8970－3092 新 風 ク ラ ブ

〃 戸　田　二　郎 南久万72番地４ 875－3619 823－5050 新 こ う ち 未 来

厚

生

委

員

会

委 員 長 田　鍋　　　剛 介良乙3257番地16 860－4060 市 民 ク ラ ブ

副委員長 清　水　おさむ 北本町4丁目4番14－306号 アルファスティツ北本町弐番館 090－5273－4949 新 風 ク ラ ブ

委　　員 細　木　　　良 介良乙3668番地11 879－1836 090－8972－1478 日 本 共 産 党

〃 は　た　　　愛 中久万294番地18 ウィルモアＮ102号 090－1172－1599 824－4123 日 本 共 産 党

〃 竹　内　千賀子 潮見台３丁目804番地 860－6678 828－4800 市 民 ク ラ ブ

〃 川　村　貞　夫 鏡吉原1109番地 896－2451 090－1003－2473 新 こ う ち 未 来

〃 西　森　美　和 宇津野10番地５ 825－4012 公 明 党

〃 和　田　勝　美 土佐山梶谷632番地 895－2517 新 風 ク ラ ブ

経
済
文
教
委
員
会

委 員 長 下　元　博　司 横浜西町31番１号 842－7619 824－4123 日 本 共 産 党

副委員長 浜　口　卓　也 廿代町17番20号 ＳＴ廿代町３階 872－2685 新 こ う ち 未 来

委　　員 岡　﨑　邦　子 加賀野井２丁目６番３号 823－4552 市 民 ク ラ ブ

〃 近　森　正　久 永国寺町１番８号 822－1093 090－7780－7131 み ど り の 会

〃 浜　田　　　拓 横浜新町４丁目1023番地 842－0033 871－1580 市 民 ク ラ ブ

〃 岡　田　泰　司 薊野西町３丁目５番20号 845－5428 824－4123 日 本 共 産 党

〃 寺　内　憲　資 竹島町84番地８ 832－8002 090－4902－0347 公 明 党

〃 中　澤　はま子 鴨部２丁目２番39－406号 サーパス鴨部 840－9822 　 新 風 ク ラ ブ

高 　 知 　 市 　 議 　 会 　 議 　 員 　 名 　 簿

議　長　髙木　　妙
副議長　平田　文彦

就　　　　　　任
平成29年 6 月15日（ ）

（平成29．６. 16現在）


